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気象観測装置

企画調整部 情報資料課

農業環境技術研究所の正面玄関に立つと、研

究所のロゴマークが描かれている所旗がたなび

。 、いています その後方の桜樹に囲まれた露場に

高さ のタワーがみえます。これが当所の25m

気象観測装置です。

農業環境技術研究所の総合気象観測は、当所

の前身である農業技術研究所が筑波に移転して

きた 年（昭和 年）の 月から実施され1980 55 8

たものを、そのまま引き継ぎ現在に至っていま

す。したがって、観測が開始されてから 年24

の歳月が経過したことになります。ここでは、

この気象観測装置の内容や測定項目などを紹介

しましょう。

気象観測装置

観測施設と観測方法

施設や装置は次のようになっています。

．観測装置の設置場所：茨城県つくば市観音1

台 農業環境技術研究所3-1-3

、 、本館南側露場：北緯 東経36° 01 140° 07′ ′

標高 。25m

．観測装置：総合気象観測装置、年 回総合2 1

的な保守点検を実施しています。

．総合気象観測の要素は次の通りです。測定3

基準に従い 時間毎に観測しています。1

風向（ 方位 ・風速・平均風向（ 方位）16 16）

16・平均風速・最大風速・最大風速時の風向（

方位 ・気温・気温最高値・気温最低値・露点）

温度・相対湿度・ 深地温・ 深地温最10cm 10cm

10cm 30cm 30cm高値・ 深地温最低値・ 深地温・

深地温最高値・ 地温最低値・降水量・降30cm

水量積算値・日照時間・日照時間積算値・日射

量・日射積算値・蒸発量・蒸発量積算値

気象表

気象表の内容は次のようになっています。

．要素別累年気象表：要素別累年気象表が、1

日別値、半旬別値、旬別値、月別値で表現さ

れています。これらを求めるための要素は、

平均風速・平均気温・最高気温・最低気温・

平均相対湿度・最低相対湿度・降水量・日射

量・ 深地温・ 深地温・日照時間で10cm 30cm

す。なお、日別値、半旬別値、旬別値、月別

値の定義は以下の通りです。

）半旬別値：月の初日から 日間の数値を1 5

母数とした統計値。ただし、第 半旬につ6

いては、月により 日、 日（閏年につい6 3

ては 日）の場合があります。4

）旬別値：月の初日から 日間の数値を母2 10

。 、 、数とした統計値 ただし 下旬については

11 8 9月により 日、 日（閏年については

日）の場合があります。

） 。3 月別値：月間の数値を母数とした統計値

所 内 ト ピ ッ ク ス



- 17 -

．累年平均値：半旬値の平均値・旬別値の平2

均値・月別値平均値が表現されています。こ

れらの内容は以下の通りです。

）半旬値の平均値：毎月の半旬別平均値ま1

たは合計値を計算し、これを統計年数で割

った値。

）旬別値の平均値：毎月の旬別値または合2

、 。計値を計算し これを統計年数で割った値

）月別値の平均値：毎月の月別値または合3

、 。計値を計算し これを統計年数で割った値

これらの観測データは、気象月報として月ご

とに作成し、関係場所に配布するとともに必要

に応じて所内に供覧しています。また、これら

のデータは農林研究団地（ 号団地）の気象の7

1989代表値の一つとして利用されています。

年から 年までの累年気象表は、以下の資1996

料にまとめられています。

資料

（ ）農業環境技術研究所累年気象表（ 年1 1980

～ 年 ：奥山登美子、農業環境技術研1989 ）

究所資料第 号、 、平成 年11 1-150 2

（ ）農業環境技術研究所累年気象表（ 年2 1990

～ 年 ：林 陽生・鳥谷 均・後藤慎1996 ）

吉・横沢正幸・清野 豁、農業環境技術研

究所資料第 号、 、平成 年23 1-173 10

蛇足

京都国立博物館長の興膳宏氏の「気象」の言

葉の語源を紹介します。

「気象」の「気」とは、この世界のありとあ

らゆるものごとを構成する元素であり、また

「象」とは、人の目に見えない「気」が具体的

に形をとって現れるありさまをいう。いま「気

象」は、もっぱら「天気」のこと、ウエザーの

意味に用いられるから、直訳すれば 「天」の、

「気」の「象」ということになろうか。

ところが、この「気象」とは、本来実にやっ

かいな語である 『古事記』序に 「混元すで。 、

に凝りて、気象未だ效（あら）われず」とある

のは、天地草創期にあって、万物がまだ形さえ

も成していない状態をいっている。そうしたマ

クロの宇宙的次元で使われるだけでなく、人体

のメカニズムについても用いられ、中国最古の

医学書『黄帝内径』には「平人気象論」という

章があって、正常な人間の健康状態を論じてい

る。ここでの「気象」は、人体における「気」

のあり方を意味している 「気」のあり方が異。

常であれば、それが病気を引き起こすもとにな

る。

唐代になると、肉体面よりむしろ精神面につ

いて用いられることが多くなり、つづく宋代で

は、朱子をはじめとする儒学者によって、言動

や著作など人間の精神活動全般を論ずる哲学用

語になった。中国では、人は一種の小宇宙（ミ

クロコスモス）として意識されたから、人に天

と同様の「気象」が備わるのも当然である。天

の「気象」としての用法が主流になるのは、近

代以後のことである。


